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れるミュージカルの生成と展開を、特に日本との関わりに光を当て、全 9 章で論じる。第 1 章を導入、









前半の第 1部「BEFORE 2006: TOWARD SOMETHING GLOBAL」は第 2～4章の計 3章からなる。第
二次世界大戦後のヴィーン市に英米ミュージカルがもたらされたあと、ヴィーン独自のミュージカルが
1990 年前後に制作され、さらに国外、特に日本で展開されていく流れを追う。 















































以上三つの章を受けての小括が第 8章「TENDENCIES AND DECISIVE FACTORS IN VIENNA AND 
JAPAN」である。ヴィーナー・ミュージカルの展開を決定づける四つの要因（文化史的・政治的・経済
的・メディア環境的要因）がヴィーンと日本の両地域で挙げられ、これらに即して、ヴィーン劇場協会、
宝塚歌劇団、東宝という三つの運営主体、それぞれの場合での要因間の力学が分析される。 
さらに、第一部と第二部、全体の総括が結びの第 9 章「CONCLUSION」で行われる。ヴィーナー・
ミュージカルの国内外での展開が、グローバル化の動きに対する反動のひとつであることが、また同時
に、ミュージカルというジャンルに内在するローカルな性質の、多様化した世界における絶え間ない変
容を示すものであることが確認される。 
巻末には付録として次の五つの資料がある。ヴィーナー・ミュージカルと縁の深い市内主要三劇場の
ミュージカル上演年表（テアーター・アン・デア・ヴィーン、ライムント劇場、ローナッハー劇場）、
東宝制作によるヴィーナー・ミュージカル関連興行の上演年表、そして『エリーザベト』の場面と曲目
リストである。 
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５ 論文の特質 
本論文の特質としては第一に、従来の演劇研究・音楽研究で軽視されがちだったミュージカルに確か
な学術的枠組みを与えていることが挙げられる。各作品を扱いながら、ジャンルとしてのミュージカル
を論じ、決して看過すべきでないその文化史的・社会的意義を示している。またその際、これも従来の
演劇研究・音楽研究がそれほど追究してこなかった、興行の文化史的・社会的側面に光を当てている点
が特筆される。 
加えて本論文は、ヴィーンと日本を中心に複数の文化圏を視野に収め、ミュージカル作品が輸出され
る際の、マクロ（製作環境）とミクロ（作品）、双方のレヴェルでのローカリゼーション、およびそれ
がさらに再輸出される際の、再ローカリゼーションのあり方までを示している。具体的に言えば、英米
で制作されるミュージカルが輸出先でそのまま上演されることを旨としているのに対し（＝グローバリ
ゼーション）、ヴィーナー・ミュージカルの場合、日本を始めとする輸出先の現地のコンテクストに即
した翻案が許容され（＝ローカリゼーション）、さらにその翻案版がしばしば、輸出元であるヴィーン
での、現地のコンテクストに即した次の展開へと影響する（＝再ローカリゼーション）。ヴィーナー・
ミュージカルの展開における、こうしたグローバル規模でのローカリゼーションの繰り返し、すなわち
「グローカリゼーション」の見取り図を示した点で、本論文はきわめて独創的・画期的な研究である。 
 
６ 論文の評価 
本論文は、先行研究の綿密なレヴューに基づく問題提起に始まり、ヴィーナー・ミュージカルの時系
列的展開および日本での受容を、さらに両者の間での影響関係を、整理された構成で手際よく論じてい
る。 
従来のミュージカル研究では、英米ミュージカルが主な研究対象とされ、本論文の主題であるヴィー
ナー・ミュージカルの（国内外での）展開については十分顧慮されてこなかった。またこの主題は長ら
く、ドイツ語に通暁していなければならないという言語面でのハードルにより、十分に顧慮され得ない
研究対象でもあった。本論文はこのハードルに挑み、ドイツ語・日本語・英語の文献を駆使しているこ
とに加え、記者会見発表やインタヴュー記事、劇評等、多種多様な資料を調査しながら、ヴィーナー・
ミュージカルの国内外の展開の時系列的・空間的見取り図を示している（執筆時点での最新の関連情報
にまで目を配っている点も特筆される）。この試みは世界初といっても過言ではなく、各国のミュージ
カル研究者が参照する研究となることが予期される。今後の（ヴィーナー・）ミュージカル研究におけ
る本論文の意義は非常に大きい。 
なお本論文は、ヴィーナー・ミュージカルの成立・展開の経緯の解明に重点を置いたため、各ミュー
ジカル作品の作品論的分析については見送っているが（結論の第 9章で今後の課題として言及されても
いる）、このことは本論文の価値を減じるものではまったくない。 
 
７ 論文の判定 
 本学位請求論文は、国際日本学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり、
本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので、博士（国
際日本学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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